
第３号様式（第15条関係）

事業者排出量削減報告書
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副Iリゲ噂人・興境教ＴＴをIHlR

謹薑鑿＝ 蕊毫謨薑

注ｌ韻!｣iする□には．レ印をilu人してください，特定11F黛石以外｡〕耶鷲行の〃I±しＩ１Ｊｄ)記入I士不要です②

２「鵲嚇年度」とI土3fBrIijUⅡＨ１のIWifI：![を、１１１樽年度ｊとIt3IIHil0]ＩｌＩＭｂｌﾙｷI1ZlK牡.「慨?『年典ｊとは:{~肉期Ⅱ１Ｍ）÷'・'rlljl慨〈wjjrl蚊となる61§皮をいい大す，

。「事蒸所淳排ulIj(8分ｊとI土附〔IHnlU内の事粟所需の巾業活動のたy】のエネルギーＵ】他111に伴い発41ﾐするiH調効肌ガスを.「輸送11〔llLi排Ⅱ】区分」とI土〔】戯IIL運送!＃典ｲrについては艇ﾉﾄﾞ川本侭のI江腿をjj〔lllijnIAIと１~る'1〔Ｉ１Ｌｉ
の排出するiIl策効果ガスを．険iM1F巣荷については雌ｲi､する1吋輪11〔l1bixftilWimI〔i凸jの排Ⅱけるin8iK効果ガスを、「そ(J)他！｣HlllIj<分」とI土上記以外のlj(lHIljlw(liこ』』ける巾璽ﾘﾜﾀﾞ津の平竃活動に伴い兜4:するin栽効１１Ｗ久
をいいます，

４「原１１t位当た！〕のin寂効奴ガスu「111ft幕」の「、途区分ｊにｉｔ、ｏＯｌ:'１１．１IIilfiliなどのﾊI途を記入してください、rlliuMw)端噸Ｊに1ｔ、分jBdJ〕「二肢化lIhljIl揖滅」け)I:ﾄｰ分趾と心る撮像（生藤散、、延べ雌tIii
掴、走行瀧屋神）を興人Ｌてく超さし､：

５「その他の地球沮IUQ化XllRiによるIBA稚効製ガスのｎｌｌ域且卒ｊのうち「鋒作り)I咄《P及びｇＩｎｌのｒ但螺年度（31両）」棚に;さ』キリ)ilCl間【ICのLI原の累計を.「蝿ﾔﾀ61ﾐﾉⅢ（其411）」■に1世実ＵＷ)累計を記入してください、

６「特記事項」Ｉこｉｔ・ilL砿ｇｉＷＩ（１９９⑪年変）を歴飛とした1体llildのr)比や．宵ユキ側AMZl鮭など他行のilA:讃錨災がス11｢IllnI減へび)貞歓、グリーン劉進の採り11,判bビア『:ンなどの条随術竃外のi且護効災ガスの111組
などを記入してくださいビ

住所（u:人にあっ
てIよいtたる１１下務

所のFi/K地）
京都市南区西九条森本町６５齢地

氏名（仏人にあっ
てl;t・椚称皮ぴ代
災行の氏名）

洛陽交運株式会社取締役社長粂田昌宏

事業者の主たる

業菰 一般乗用旅客自励車運送卒業

蕨当する事業者

要件 １－京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第１号蕨当甑業者（大規模エネルギー使用事業者（原油に換算して1,500キロリットル以上〉）

汀 京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第２号又は第３号該当事業者（大規模運送噸業者（トラック又はバス100台以上／タクシー150台以上／鉄道車両
150両以上）

「京都府地球温暖化対策条例施行規則第10条第４号砿当率業者（その他の温室効果ガスの大規模排出事業者（二酸化炭素に換算して3,000トン以上））

計画期間 平成２０年４月～平成２３年３月

基本方針

平成１９年度を基準に平成２２年度の温室効果ガス排出匙を３％以上削減する

推進体制
社長を統括環境保全管理責任者とする環境保全活動推進部を設囲し、環境保全に向けた実施計画を推進する

環境マネジメントシステム名称 グリーン経営認iｌＩＥ

適用範囲 本社

取得年月日 平成18年７月20日

年度ごとの具体
的な取組及び措
腿の状況

年度

平成２０年

平成２１年

平成２２年

股備、対象、工程等

本社

本社

本社

措睡内容

アイドリングストップIll:I110iをＩＭＩ時導入・原塊教育を随ＩＩｌＷｉいエコドライプを共践・法定点検JriI1にﾉﾘⅡえて、風境項11での'1K脚点検をＩ ・フ

アイドリングストップIIfIiWを随時導入・環境敬汀を随Ilffiいエコドライプを実践・法定点検JIIllにﾉlⅡえて、環境頃ｎでのF1[両点検を１ 。？

アイドリングストップリI〔I9Liを勵時輔入・興境教育を随IJlf行いエードライブを実践・法定点検項11に加えて、環境項121でのiI[肉点検を↑ 百つ

温室効果ガスの

排出丘等 排出区分

Ａ事業所等排出区分

Ｂ輸送車両排出区分

ｃその他排出区分

排出合計

実績に対する自己評価

基準年度（実織）

(１９）ｌＩｉＩｎｉ 

(~ﾕ鮫化風NilＱ仰）

日原2Ｆ壁（計画）

(２２）年度
(二鹸化炭素換律）

増減率
(計画）

報告年度（実績）

(２１）年度
(二ItQ化興素換瓦〉

増減率
(実績）

２７ＬＯｔ 262.9ｔ -3.05x， 285.1ｔ 5.2‘冊

5,249.0ｔ 5,09Ｌ５Ｌ -3.0軸 4,890.5［ -6.8札

ｔ ｔ 
⑩ノ

ＩＤ ［ 9(』

＊Ｉ 5,520,0ｔ 準２51354.4ｔ -3.0畷、 二・６５，１７５．６［ －６．２１州

エコドライプの推進や事業所内での省エネの取り組みを行
車両で減となり全体で減になった。事業所等で減になるよ

っているが、基fin年度と比較すると事業所等では増になり、
う見直しが必､要。

輸送

原単位当たりの

温室効果ガス排
出没等

用途区分 原単位の指標

事業所
二酸化炭素換算

（延床面積）

営業車
二酸化炭素換算

（走行キロ）

二酸化炭素換算

実績に対する自己評価

基塑年度（実績） 目標年度（計画） j､域\｛（JlBhi） 報告年度（実績） jW減半〈（災紬）

0.261t-co2/㎡ 0.254t-co2/㎡ －２．７vも 0.276t-co2/㎡ 5.7孔

0.284kg-co2/k、 0.276kg-co2/k、 -2.8鉛 0.287kg-co2/k、 Ｌ１蝿

⑬６ 0,.口

景気低迷の影韓により走行キロの低下。ＧＰＳ無線の導入により、効率の良い走行を目指す。また、事業所での減を目指
す０ 

その他の地球温

暖化対策による
i目室効果ガスの
月'１減量等

対策等の区分

森林の保全及び整伽

府内産の木材の利用

自然エネルギーを利用した電力
又は熱の供給

グリーン電力の鱗入

家庭における温室効果ガス排出
量の削減効果分のＭＩＩ入

削減壁等合計

目標年度（計画）

取組n1iiD 【二酸化炭素模範）

整伯砺櫓） hａ 我収、 ［ 

利Ⅱ1敗） I、？ ＦＩＩ減凪 ［ 

売な瓜） kwｈ lil減臼 ｔ 

熱供給15t） GＪ 1M城日 ｔ 

騏人､k） kwll 呵り波、 ｔ 

(砥入段） ［ (IiImJi最） ｔ 

事;Ｂｔ

報告年度〈実績）
取組I枇禅 (二 鮫化炭紫換算）

埜嚇面、） hａ 唆収風 ｔ 

牢11河且） ｍ、 ､１餓股 ｔ 

光趣趾） kwｈ iWl滅肚 ｔ 

熱供輪、） ､Ｉ減阯 ｔ 

lU１人瓜〉 kwｈ IllI減nｔ ｔ 

(ﾛﾊ入飢） 1 (､１１陵nＵ ｔ 

、５ｔ

差引排出趣

(排IiI合31.-肺I波神谷i'十）

基地年度（実績）

＊1 5,520.0ｔ 

目標年度（計画〕

１．凶）(｡)）5,354.4ｔ

InljW（（U11DIIi） 

-3.0％ 

報告年度（実績〉

０．１１K.Bｉ5,175.6ｔ 

lWjlﾋﾞｷｌ〈笈紬）

-6.2％ 

地球i且暖化対策
に資する社会貢
献活動

京都市が呼び掛ける、京エコドライパーズ宣言に全従業員が登録している

特記事項


